
 

北海道小樽潮陵高等学校１学年通信 

令和２年 8月 24日（月）発行 第１１号 

潮陵１学年団 

☆明日から定期考査１週間前 

今号は、来週から始まる前期期末考査に向け、定期考査直前の勉強法を３つ紹介します。 

【勉強法 1】一度解いた問題をテスト形式で解き直す！ 

特にテスト直前は新しいことを勉強するよりも、それまでに勉強したところの復習をやる方が効果的です。

一度解いたワークや問題集、プリントなどを見直し、本当に理解できているか確認するために、もう一度解

き直してみましょう。その際、テスト形式で時間を計測しながら問題を解き直すとテストの予行演習にもな

るためおすすめです。一度解けた問題も、そのときは偶然解けていただけだったということもあるため、可

能であれば以前解けた問題も含めてすべて解き直すことが理想的です。 

【勉強法 2】教科書の長文を読み直す！ 

英語や古典などは前日にもう一度、テスト範囲の長文を頭から読み直しましょう。ストーリーが全部理解

できるかどうか、わからない単語や熟語がないかどうかの最終チェックを行います。授業ノートと照らし合

わせながら見直す方法も効果的でしょう。また、社会の歴史科目も全体の流れを確認する場合に、こうした

「読み込み」が役立ちます。英語や古典などの科目では音読もおすすめです。視覚と聴覚の両方から英文や

古文が頭に入るため、内容がインプットされやすくなります。読み方の確認も合わせて行っておきましょう。 

【勉強法３】見直しノートを作る！ 

勉強した中で解けなかったところや、なかなか暗記できなかったところを中心に、ノートやルーズリーフ

などにコンパクトにまとめて「見直しノート」を作るのもいいでしょう。テスト直前になって問題集のすべ

ての範囲やノートを見直す作業は大変です。しかし、この見直しノートを作っておけば、本番直前にも素早

く効率的に最終チェックができます。数学や理科の計算問題は必要に応じて図なども交えながら、自分なり

にわかりやすい解説を作ってもいいかもしれません。 

 

今後の家庭学習において、これらのことが参考になれば幸いです。また、テスト直前は体調管理も大切で

す。やるべき勉強をやったら消化のいいものを食べ、睡眠時間をたっぷり確保するようにしましょう。コン

ディションを万全にととのえてテスト本番に臨んでください。それではラストスパート頑張って！ 

 

 

文理選択とは、「自分への理解」である。文理選択は、

高校 3 年間の進路選択の第一歩です。今回は導入編と

いうことで、文理選択をする際に気になるトピックを集

めました。自分なりに調べたり、周囲と相談したりしな

がら、最終的には自分自身と向き合い、選択をしましょ

う。文理選択とは、「自分への理解」です。 

そもそも… 文系と理系について知りたい！ 

文系は国語や社会、理系は数学や理科「だけ」を学んで

いるイメージを持っているかもしれません。しかし実際

は、文系のなかにも統計を用いる学問があり、理系は論

文やレポートの提出が多いなど、双方とも総合的な力が

必要になります。 

 

＜今後の行事予定＞ 

9/11(火)～9/14(金) 前期期末考査 

9/17(月)～9/19(水) 遅刻防止週間 

9/17(月)～10/9(金) 前期平常講習（英数国） 

9/19(水) 内科検診（A・B・C・D 組） 

9/14(月) 立会演説会 

9/16(水) 内科検診（E・F 組） 

9/19(土)～9/22(火) 校舎内立入禁止（停電のため） 

9/28(月) 避難訓練 

9/30(水) 前期終業式 

10/2(金) 学年行事（予定） 

10/5(月)～教育実習生来校(～10/17) 

10/7(水) 英語スピーチコンテスト（予定） 

10/10(土) 高１全国駿台模試 

＜学年行事＞ 

１０月２日（金）に「学年行事（遠足）」を計画して

います。内容は、ニセコ近郊でのクラス別のアクティ

ビティです。本来、９月中旬に大学訪問を企画してい

ましたが、昨今の情勢からそれが出来ず、代替となる

行事を考えたのが学年行事を企画した経緯です。費用

は、年度当初に大学訪問費として徴収したものから拠

出する予定です（詳細は後日連絡します）。もちろん、

学年行事実施に関しては、感染拡大防止の観点を十分

考慮した上で、慎重に検討を進めていきます。 

今回の行事を行う一番の目的は、クラスの親睦を深

めることです。入学してから行事が何一つない君たち

にとって、この行事が思い出深いものになることを学

年団一同切に願っています。 


